










































































































コンブモドキ Akkesiphycuslubricum YAMADA 

and TANAKA 知床半島に産す

黒 木 刃て 尚*

M. KUROGI: Occurrence of Akkesゆhycuslubricum YAMADA and 

T ANAKA on the coast of Shiretoko Peninsu!a， Hokkaido 

をもっている〈第 1図〉。一見若いコンブに似ているのでこの名がある。

このコ γブモドキは山田幸男先生

と田中剛博士が ，北海道太平洋岸東部

の厚岸から1944年に初めて報告された

ものである。ところがこのコンブモド

上旬に学生実習のために厚岸で海謀の

採集も行なっているが ，毎年みられる

ものではなく ，確かな記録はないが報

告があったあと一，二度しか採集され

ていなU、。 その一つは1951年である。

特別な環境の年にしか発生しないもの

であろうと考えられてきた。また，厚

岸以外の所からは一度も報告されてい

ない珍しい海藻である。そして日本特

産である。

このコ ンブモドキが厚岸で Ifj:びア

イカップと大黒鳥に発生しているのを

今年 (1968)の 6月下旬にみつけた。 第1図 知床iWのコンブモ ドキ

学生の臨海実習の折である。今年は 5月から 6月中旬まで例年に比べて水瓶の

*北海道大学理学部植物学教室
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知床半島に産す

低い年であったとU、う。採集時の水温は 130C ぐらいであった。 他の海藻にも

昨年 ，一昨年の同時期と呉なった生育を示しているものがあった。

厚岸の実習が終って間もなく 7月9日から16日まで根室海峡とオホーツク

海に面する知床半島の海藻調査に当教室の数人と出かけた。半島の西部のウト

ロと ，東部の南から春刈コタン，知昭，礼文知，ガイ ズ岩 ，サシルイ，ト ッカ

リムイ，モイレウシ~ペキンの鼻，知床llilr ~赤岩等の羅臼地区の潮間帯，1!!i:潮

|詰l帯の調査を行なった。これらの調査地のうち，半島の東側の北部の知床岬~

赤岩とモイレウシ~ペキンの鼻で多数のコンブモドキが石，岩に着生している

のをみつけた。低潮線より少し下の所である。潜水してみたら干潮時の水深で

1.5mぐらいま で生えていた。生産地はアイヌワカメ等の生えている外洋性の

般の近く で，しかも波のあまり強〈当らない所である。側にナガマツモ ，コ ン

ブ，パノくノリ ，カヤモノリ， スガモ等が着生していた。厚岸の生育地と共通し

ている。大きさ ，形は山田 ・LH中(前出〉 によって報告さ れているものと殆ん

ど変りなU、。

2
u
O同

2
u

。-

第 2図 圧を加えて作った踏葉標本(左〉と ，晒布に出来た藻拓(右)

コンブモドキは非常にもろ くていたみやすい。採集時に普通の海藻と一緒

に入れて持ち ~If ると，く ずれて体のt持造をよく調べることが出来なU 、。 山田先

生がこれを初めて発見されたときは一度失敗して後 ，現場でアルコ ーノレに入れ

て持帰り調べたと云われている。今回は採集後すぐ現場で20~30ガのホルマリ

ンで固定するか，ビニーノレ袋に海j}(を満しその中にコソブモドキを入れて宿ま

- 51ー



170 藻類第16巻第3号昭和43年 12月

で持ち帰り処理した。いずれにしても水に入れてお互の摩擦あるいは他からの

圧が加わらないようにすると良いようである。

このような海藻であるので，脂葉標本を作るのに3通りの方法をとってみ

た。一つは採集直後の生きたコンプモドキをさっと水洗して台紙にのせ晒布を

かぶせて吸湿紙をのせ圧を加えた。 2番目は同様に生きた材料を水流して台紙

にのせそのまま乾燥した。 8番目はホルマリン固定したものを水流して台紙に

のせそのまま乾した。 1番目の方法はコンプモドキが晒に密着してはがしにく

く，またコンプモドキに布目がつく。布には魚拓ならぬ藻拓が出来る〈第2

図)0 2番目の方法はそのときの湿度にもよると思うが，台紙にのせたあと藻

体がふくれてプヨプヨになり，出来上がりは藻体が緑色になりまた織もよる。

3番目の方法は台紙にのせたあとも藻体がプヨプヨになることなく一番良い蹄

葉標本が出来た。なおコンプモドキをホルマリン海水に入れるとはじめ緑色に

なるが，間もなく生体とあまり変りのない黄褐色になる。蹄葉標本にもこの色

が保たれる。

知床半島にコンプモドキが発見されたことによって，時には幻の海藻とい

われたコンプモドキの産地が他にも存在する可能性が出てきた。そしてこれの

生態が精査され，また生活環が明らかにされれば，その分類学的位置も確認さ

れることと思う。

文献

YAMADA Y. & TANAKA T.， 1944: Marine algae in the vicinity of the Akkesi 

Marine Biological Sぬtion.Sci. Pap. Inst. Alg. Res.， Fac. sci・， Hokkaido Imp. Univ.， 

3 (1)， 47-77. 

- 52-



コンブの採取用具について

近 江 彦 栄本

H. OHMI: On h∞ks and grapnels u挺rlin harvesting kelp 

コンブの採取用具は産地，コンブの種類および生育の場所などによって，

採取に最も便利なものが用いられている。主なものとしては樟，鈎(カケ鈎，

曳鈎など)，まっか，稔り，かま，なげまっきなどがあり，近年になって先端部

が螺旋状にまがった鉄製のネジリも考案されてコンブやワメカの採取に用いら

れている〈主として青森県東津軽郡沿岸〉。
ひろめかり

先頃たまたま菅江真澄の著作になる「鱒呂綿乃具」の写本を手に入れるこ

とが出来た。この著には覚政元年 (1789)冬11月20日と奥付きがあって， I十

七日，上風というかぜ吹て空の晴たれば此運上屋を出たつ。ここにおましある

観音菩蕗のほとりの草の中に……」という冒頭で始まる紀行文で，、画館近郊の

北海道渡島支庁管内の亀田郡と上磁郡下の漁村の風景描写や漁業者の生活様式

などが細かに述べられ，特にコンブの採取，乾燥，結束についての詳細な観

察が図入りで記述されているので，現在の状態と比べてみて大変に興味が深

い。そのいくつかを紹介すると，第1図 A-Eのとおりである。この著は，は

じめに述べたように，今から 180年ほど前のもので，特に古い文献でもない

が，現在使用されているコンブの採取用具についてはニ，三の新しいものを除

けば，ほとんど異なるところがなU、。由来，漁民は性質が淳朴で旧習を墨守す

る傾向が強いとされているが，コンブの採取用具だけについても， 180年前と

あまり変化がなく発達のあとが見られなU、。

なお，平凡社の世界大百科事典によれば著者，菅江真澄 (1754-1829)は

江戸時代中期の国学者，紀行家で，本名は白井秀雄，三河の豊橋付近の生まれ

で， 28歳の時に家を出て各地を放浪するようになった。著わした紀行文は72種

あまりで，真澄遊覧記とよばれ，自筆のさし絵を加え，地方民の風俗や生活感

情を精細に観察しているので，貴重な民俗資料とされてU、る。ここに紹介した

「稗呂綿乃具」もこの遊覧記の一部をなすものである。

事北海道大学水産学部

The Bul1etin of ]apanll!抱 S∞ietyof Phy，∞logy Vol. XVI， No. 3， Deam出r1968 
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172 藻類第16巻 第3号昭和43年 12月
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昭和43年 12月第3号第 16巻類藻174 
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第 1 図 A-E: 寛政元年当時の各種のコ γプの採取用具(菅江原図から複写x~)
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学 会 録 事 175 

学会録事

会員移動

(昭和43年8月21日から11月30日まで〕

新入会c7名〉

住所変更

寄贈文献

(昭和43年8月21日-43年11月6日〕

ACTA BIOLOGICA VENEZELICA. Vol. 5. Art. 12-17. 1967 
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176 藻類第16巻第3号昭和43年 12月

， Vol. 6， Art. 1， 1968 

50TAHl14ECKI11ii AYPHA刀. Tom 53， No. 7-8， 1966 

日本菌学会会報， Vol. 9， No. 1， 1968 

横浜市立大学紀要， Series C-55， No. 175， 1968 

， Series C-55， No. 176， 1968 

， Series C-58， No. 180， 1968 

評議員会記事

総会提出議題審議のため，昭和43年11月1日正午から 1時間，熊本大学理学部3階I

教室で開催された。

出席者評議員:新崎盛敏，千原光雄，藤山虎也，広瀬弘幸，黒木宗尚，猪野俊平，

右田清治，中村義輝，中沢信午

会長:時田師 幹事:正置富太郎，綴烈，山岸高旺

欠席評議員 瀬木紀男，田中剛，坪 由宏の各氏は出席評議員または会長に委任む

次の事項について協議承認された。

1. 昭和42年度庶務・会計報告

2. 昭和43年度庶務・会計中間報告

3. 昭和43年度予算案

4. 会費値上案

5. 第7回国際海藻研究集会日本開催についての件

第16回総会記事

本会第16回総会は，昭和43年11月1日午後6時より 7時30分まで，熊本市内電通会館

1階ホールで開催された。会は簸幹事の開会の辞に始まって，時国会長の挨拶があり，次

の順序で議事が進められた。

1.議長選出:岡田喜一氏が選出された。

II.報告事項:

1. 庶務報告:昭和42年度庶務報告及び同43年度中間報告が正置幹事よりなされ承認

された。

2. 会計報告:昭和42年度決算報告が正直幹事よりなされ承認された。

ill.協議決定事項:

1. 昭和43年度予算案が同年度中間報告と共に正置幹事より説明され原案通り，次表

のように決定した。
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学会録事

収 入 の 部 支 出 の

円

会 費 190，000 印刷費(第16巻1-3号〉

42年度からの繰越金 88，251 F (会員名簿)

バ':1グ売上代金 発送費

(42年度売上実績〉 150，000 通信費

雑収入 10，000 消耗品費

幹事手当

予 備 費

言十 438，251 計

2. 会則の一部改正について

イ.現行第4条および第9条を次のとおり改正することに決定b

第4条本会の事務所は会長が適当と認める場所におく。

第9条本会には次の役員を置く。

会長1名。幹事若干名。評議員若干名。

177 

部

円

300，0ω 

25，∞o 
却，∞o
35，000 
5，000 

27，000 

26，251 

必8，251

役員の任期は2カ年とし，重任することが出来る。但し，金基と評議員は引続

き3期選出されることは出来ない。(下線の部分を付加以下条文は前と同じ)。

ロ.現行の付則第6条を次のとおりにすることに決定。

第6条本会則は昭和43年11月1日より施行する。

3. 投稿規定の一部改正について

イ.現行(1)を次のとおり改正することに決定〈下線の部分を付加)。

1. 藻類に関する小論文，綜説，論文抄録，雑録等(和女とする。但し，外国会

員はこの限りではない)。

4. 会費値上げについて

昭和斜年度より会費を年800円とすることに決定。

5. 第7回国際海藻研究集会日本開催について

この件については，かねて土屋靖彦氏からも会長宛協力方の依頼があったが，今

回西沢一俊氏から詳しく説明が行なわれ了承された。

懇親会

総会に引続いて 7時半から，簸幹事の司会で懇親会が関かれた。韓習から出席された

釜山水産大学義悌源教授と麗水水産専門学校高楠表教授が時国会長より紹介され，一同ピ

ールで乾杯の後，会食に移った。千原光雄氏からカラースライドによる南太平洋の島々で

の採集旅行の話があり 9時まで南国熊本の秋の夜を楽しんだ。本会開催のために多大の御

尽力を賜った宇土高校森適保氏，長崎大学右田清治氏，鹿児島大学田中剛氏，熊本県ノリ

研究所太田扶桑男氏をはじめ，熊本大学生物学教室の方々に，また多額の寄付を賜った地
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178 藻類第16巻第3号昭:和43年 12月

元ノり関係の会社，団体に対し厚〈御礼を申し上げます。

出席者 (54名.ABCJI関〉

秋山優，新崎盛敏，榎本幸人，藤山虎也，古谷庫造，原厚，平野実，平後信夫，

広瀬弘幸，堀輝三，堀淵昌子，今姻宏三，猪野俊平，入来義彦，岩本康三，加藤英男

唐沢栄，香村真徳，羨悌源，木村憲司，黒木宗尚，高橋表，丸山:Jl;.正置富太郎

三浦昭雄，右田清治，森岡 操，森 通保，中沢信午，中村佐兵衛，中村義輝，

西沢→俊，野田光蔵，岡田喜一，岡崎恵視，大野正夫，大房剛，大森長朗，小河久郎

沢田武男，鷲藤英三，瀬戸良三，東田修，津村孝平，千原光雄，鄭滞，時国師，

植田和l喜造，山岸高庇，鍛烈，吉田忠生，吉崎誠，渡辺篤，造力武彦

本会名誉会員石川光春氏は去る昭和43年

11月21日病気のため逝去されました。

謹んで哀悼の意を表します。

日本藻類学会
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投稿規定

会員諸君から大体次の事柄を御含みの上投稿を期待します。

1. 藻類に関する小論文，綜説，論文抄録，雑録等〈和文とする。但し外国会員は

この限りではない)。

2. 原稿掲載の取捨，掲載のl順序，体裁及び校正は役員会に一任のこと。

3. 別刷の費用は著者負担とする。但し小論文，綜説，総合抄録に限りその50部分

の費用は学会で負担する。

4. 小論文，綜説，総合抄録は 400字詰原稿用紙12枚位迄，其他は向上6枚位迄を

限度とし図版等のスベースは此の内に含まれる。

尚小論文，綜説に限り，欧文題目及び本文半頁以内の欧文摘要を付けること，欧文

は成るべく.?Jf..独語を用いること。

5. 原稿は平仮名混り ，検者としなるべく 400字詰原稿用紙を用いること。

尚学会に関する通信は，函館市北大水産学部植物学教室内本会庶務，会計叉は編集

幹事宛とし幹事の個人名は一切使用せぬよう特に注意のこと。

昭和 43年度役員

会 長 時 国 告.~

編集幹 事 近江彦栄

F 3騒 ~“E 、

F 山岸高庇

会計幹事 iE~富太郎

庶務幹 事 斎 藤 誠

幹 事山本弘敏

昭和総年 12月20日印刷l

昭和43年 12月25日発行

禁転 載

不許複製

President 

Editorial Board 
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Secretary 
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近江彦栄
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